
令和4年9月12日（月）

鹿児島市立星峯西小学校

校長 谷口源太郎

令和４年度 家庭教育充実研修会

学校，家庭，地域が連携し，
「生きる力」を育むPTA活動

～家庭教育力アップ共通実践事項を通して～
不易流行、持続可能なPTA活動を目指して
（変えるべきことと変えてはいけないこと）
※9/12(月）PTA評議員会で説明済み



本日は、このような流れでお話します。
１ 学校及びPTAの概要
２ 学校と家庭を繋ぐデジタル通信システムの活用
３ 家庭教育力アップ共通実践事項の取組
４ コロナ禍における実践の進め方
５ 取組結果及び成果・課題

不易流行
松尾芭蕉「去来抄」から

持続可能な
Sustainable

家庭教育は大きな転換期を迎えています



１ 学校及びPTAの概要

本校の歴史，児童数，学級数，ＰＴＡ戸数等

創 立 ４２年目
児童数 ６１４名
学級数 ２５学級
教職員数 ５３名
Ｐ世帯数 ４５７戸
校 区 １２地区
校 訓
「かしこく なかよく
たくましく」



県PTA新聞（小学校版）2面に本校の取組が
掲載されました 2022年05月02日

5月2日（月）県PTA新聞（小学校版）5月号に本校の取組が掲載されました。内容

は「チーム星峯西小学校で取り組むエドテックとは？」というタイトルです。これか
らの学校の教育活動やPTA活動の方向性を示す記事。学校と家庭をデジタルで

繋ぐ取組を紹介しました。 ※エドテックとは教育工学。教育分野でデジタル化を図ること。



２ 学校と家庭をつなぐ
デジタル通信システムの活用
①各種行事等のYouTubeのオンライン配信
②学校だより等のペーパーレス化とネット配信
③Googleフォームを活用した各種アンケート調査
④メール機能を活用した欠席遅刻届の導入



入学式の様子をYouTube配信 2022年04月07日

4月6日（水）本校の新学期スタートの様子がMBCテレビのニュースで放送されました。お昼のニュースで
は始業式の様子が、夕方のニュースでは入学式の様子が放送されました。
入学式についてはコロナ対策として参加者1名の制限をしたため、その対応策としてYouTubeライブ配信
をしたことにも触れていただき大変ありがたかったとのこと。



学校HP・学校だよりを活用したフィードバック

前・後期１回（年２回）学校評価と合わせてGoogleフォー

ムでアンケート調査を行うことで、ペーパーレス化を進め、
業務の効率化を図る。現在の取組状況を定期的に学校
HPに掲載してフィードバックすることで取組意識を高める。



学校HP・学校だよりを活用したフィードバック

学校評価と一緒に共通実践事項もGoogleフォームで調
査し、集約したデータを学級PTAで話し合う資料として活用
する。学校だよりでも学校HPに掲載して全家庭に広報



学校だより等のペーパーレス化とネット配信に
より業務の効率化、簡素化を図る

R3年度から安心安全メールの機能を活用して学校からの様々な情報（学校だより、PTA

だより等）をペーパーレス化して各家庭に配信しています。また、保護者への学校評価アン
ケート、各種実態調査等についてもGoogleフォームを活用して配信し、自動集約をしてい

ます。そうすることで紙の経費削減、印刷・丁合、集計等の業務削減につながりました。保
護者の手間が減るとともに、学校側の事務の効率化を図ることができました。



Googleフォームを活用した各種アンケート調査

R3年度から安心安全メールの機能を活用して学校からの様々な情報（学校だより、PTA

だより等）をペーパーレス化して各家庭に配信しています。また、保護者への学校評価アン
ケート、各種実態調査等についてもGoogleフォームを活用して配信し、自動集約をしてい

ます。そうすることで紙の経費削減、印刷・丁合、集計等の業務削減につながりました。保
護者の手間が減るとともに、学校側の事務の効率化を図ることができました。



学校と家庭を結ぶデジタル通信システム（欠席・遅刻届）

R4年2月1日から試験的に運用開始。感染症が疑われる場合や担任に直接相談したいこ

とは電話による連絡をする。それ以外の欠席・遅刻届については、この安心安全メールの
届け出システムに登録して学校に連絡をする。保護者の手間が減る、学校側は朝の時間
帯の電話連絡の件数が減ることに繋がり、事務の効率化を図ることができる。



３ 家庭教育力アップ
共通実践事項の取組

家庭教育力アップ共通実践事項
をどのようにして設定したのか？



本校ＰＴＡ活動研究テーマの設定について

生涯学習の観点に立ち，活力ある健全な児童・生徒を育成するた
め，家庭･学校･地域との緊密な連携を図りながら，共に学び実践す
るＰＴＡを目指す。

鹿児島市ＰＴＡ連合会努力目標

本校ＰＴＡの課題学校の教育課題

校区・地域の課題

学校，家庭，地域が連携し，「生きる力」を育むPTA活動
～星峯西小学校 家庭教育力アップ共通実践事項の取組～

星峯西小学校ＰＴＡ研究テーマ

共働き世帯増加、役員負担感、子育て
の悩み、進学、しつけ、児童虐待等学力低下、いじめ、不登校、問題行動、

ネット依存、虐待、自死、けが・事故等

少子高齢化、過疎化、地域担い手
不足、伝統文化継承、防災等

確かな学力、教育の情報化、人間関
係の希薄化、社会性の欠如、健康・
体力・安全、学校における働き方等



ノーメディアタイム

一家庭一家訓

早寝・早起き
朝ご飯

あいさつ運動
（家族・近所）

読 書 活 動
（うち読）

知育：かしこく

徳育：なかよく 体育：たくましく

学校，家庭，地域が連携し，「生きる力」を育むPTA活動
～家庭教育力アップ共通実践事項の取組～

星峯西小学校 ＰＴＡ研究テーマ

※学校経営方針とも合致した内容で
※家庭教育の中でこれだけは最低限必要と
考える５つのことを設定



①あいさつ運動（家庭・近所）
②一家庭一家訓
③ノーメディアタイム
④読書活動（うち読）
⑤早寝早起き朝ご飯

家庭教育力アップ共通実践事項
の具体的な取組とは？



【共通実践事項の具体的取組】

① あいさつ運動

PTAではこれまで輪番制で保護者の
あいさつ運動に取り組んできた。

学校正門前での生活委員会、
児童会による朝のあいさつ運動

連
携



【あいさつ運動】学校と家庭が連携した「あいさ
つ運動」「交通安全指導」＋おやじの会

朝の時間帯に保護者の方々が輪番制で通学路の各箇所に立って交通安全指導
とあいさつ運動をしてくださっています。各家庭でも「家庭教育力アップPTA共通実
践事項」の一つとして家族内での「あいさつ運動」に取り組んでいます。
9月からは「おやじの会」とも連携して取り組み始めました。

おやじの会も参加・協力（通学路点検・あいさつ運動）（毎月第2土）



【共通実践事項の具体的取組】
② 一家庭一家訓

基本的な生活習慣の確立や家族の一員として自覚を促す取組（食器洗いや炊飯
器洗いのお手伝いをする子どもの様子）

【一家庭一家訓のよさ】
○ 家庭で過ごす時間を有効に使えるようになる。
○ 家族各自の自主性と責任感を育てられる。

○ 家族の関わりが増え，家族一人一人の役割がはっきりする。

各家庭でのお手伝いの
写真と差替える



ノーメディアタイムとは、子どもたちが生涯にわたって自主的・主体
的にメディアを使えるようにするために、親子で家庭内ルールをつく
り取り組んでいくこと→実施状況をGoogleフォームで把握する

学習する子どもを励ましたり教えたり
する保護者の様子

テレビを消して学習に取り組む子ど
もの様子

③ ノーメディアタイム

【共通実践事項の具体的取組】

各家庭での家庭学習の
写真と差替える

保体部メディアコントロール
アンケート資料を掲載



ノーメディアタイムと関連させて市P連で呼びかけている「情報モラ
ルについての標語」への応募に取り組むようにすることで、子どもた
ちが生涯にわたって自主的・主体的にメディアを使えるようにするた
めに、親子で家庭内ルールづくりに取り組んでいます。

③ ノーメディアタイムとの関連事業

【共通実践事項の具体的取組】



【共通実践事項の具体的取組】
④ 読書活動（うち読）

家庭でのうち読

地域ボランティアグループによる読み聞かせの活動との連携

音読カードの見届け

各家庭でのうち読の
写真と差替える



【スポ少等指導者】
・練習日（休養日2日）、
練習時間（2時間程度）
の厳守
・17時からスタート
・19時に終了、帰宅

【平日にスポ活動・習い事等をしている児童生徒の場合】

１７：００ １９：００ ２０：３０

帰
宅

家庭学習
夕 食

風 呂

就 寝

２２：００

【スポ少・地域スポ活動】帰宅
自由時間

１９：３０

野 球、ソフトボール

サッカー、ミニバスケット

バレーボール
自 由 （90分）

１６：００

柔 道

水 泳

放課後
児童
クラブ

（60分） 空 手 など

陸 上

←ノーメディアタイム→

【保護者へのお願い】
・夕食，風呂までの時間帯（19:30）
・勉強を始める時刻（20:30）
・就寝時刻（22:00）
３カ所で保護者から子どもへの声
かけを確実にしてください。
※ノーメディアタイム

【保護者へのお願い】

・就寝（22:00までに）

・翌朝起床(7:00までに)

・朝食を食べさせる

・登校(8:00までに)

※早寝早起き朝ご飯

3h
5h

⑤ 早寝早起き朝ごはん
【共通実践事項の具体的取組】

【習い事】



星峯西小学校家庭学習の目安時間

○学年×１０＋２０分（読書除く）

１年生３０分＋２０分 ２年生４０分＋１０分

３年生５０分 ４年生６０分
５年生７０分 ６年生８０分
※中1：９0分 中2：100分 中3：110分

関 連

家庭学習６０・９０（ろくまる・きゅうまる）
運動・・・・・・県P連の取組

「ノーメディアタイム」「早寝早起き朝ごはん」による効果



本校オリジナルの家庭学習ノートの活用

保護者の確実な見届け

担任の賞賛・励まし

連
携



自校オリジナルの家庭学習ノートの活用

家庭学習における家庭学習ノート
とデジタルドリルの併用、子どもた
ちのノートを掲示しています。



４ コロナ禍における
家庭教育力アップ

共通実践事項の進め方

共通実践事項の目的、内容、方向性を皆が共通理解し
て、学校と家庭と地域の三者がそれぞれの役割を担える
仕組みを作って取り組むようにすることが肝要

家庭教育力アップ共通実践事項を
どのように取り組んできたか？



【家庭教育】家庭の教育力を高めるための取組につ
いて校長が話をしました 2021年07月01日

学校長から今後の家庭教育
について15分間のテレビ番組
を制作して学校と家庭が連携し
て取り組む「家庭の教育力向上
プログラムの構築」についての
話がありました。

◆【知育に関すること】→校訓「かしこく」を育成する取組

①ノーメディアタイム（子どもが帰宅してからゲーム、スマホ、テレビなどをしない時間帯をつくり、親
子での語らいや学習に集中して取り組む環境をつくる取組）
②うち読（家庭で読書に親しむ環境をつくる取組）
◆【徳育に関すること】→校訓「なかよく」を育成する取組
③一家庭一家訓（我が家で大切にしたい決まりをつくって取り組む）

④家族、近所の方へのあいさつ運動（家族でのあいさつ、近所の方に自分から進んであいさつをす
る取組）
◆【体育に関すること】→校訓「たくましく」を育成する取組

⑤早寝早起き朝ごはん（就寝時刻、起床時刻を決めて実践する取組、必ず朝食を食べてから登校
する習慣をつくる）



「生きる力」（知・徳・体）の育成

実
践

学校組織とＰＴＡ組織が連携した取組のイメージ

◆学年部等

◆教科領域部等

◆教務部
・教務、研修、教育方法、広報渉外、
特別支援教育、人権同和教育

◆生徒指導部
・生徒指導、教育相談、特別活動、
読書指導

◆保健部
・保健指導、安全指導、体育指導、
給食指導、県境衛生、防火防災

【学校（校務分掌）組織】

◆三役・執行部

◆ＰＴＡ専門部活動
○事業部
○生活広報部
○保健体育部

◆学年部
○学年・学級ＰＴＡ
※家庭教育学級
※家庭教育充実研修会

◆地域部
〇地域PTA

◆おやじの会

【ＰＴＡ組織】

PとTが連携

①あいさつ運動
②一家庭一家訓
③ノーメディアタイム
④読書活動（うち読）
⑤早寝早起き朝ご飯

【ＰＴＡ共通実践事項】



・共通実践事項はこれまでの取組を可能な限り生かすようにする。
・ＰＴＡ活動は３学期制→2学期制（2サイクル）を導入
・可能な限りデジタル化を推進することにより、PTA業務の負担軽
減、業務の簡素化、効率化を図れるようにする。



具体的な取組の流れ
P：第１回学級PTAで目標設定
D：各家庭で実践
C：取組状況を学校評価アンケートで
調査、集約
第２回学級PTAで協議・情報交換

A：改善策を立てて後期を取り組む

家庭教育力アップ共通実践事項を
どのように取り組んでいくか？
１年間２サイクル（P→D→C→A）



学級ＰＴＡ活動の取組状況の把握・分析とFB

取組状況の把握：アンケート調査実施

第１回学級PTA：各学級・学年ごとにPTA共通実践事項の努力点の設定

努力点：①ノーメディア②一家庭一家訓③あいさつ運動④読書活動⑤食育学 年

① テレビを消す時間をつくり，手伝いをしたり家庭で話をした

りする。

１年生 ② 基本的な生活習慣に関する約束を決める。

③ おはようございます，行ってきます，いただきます，ごちそ

うさまなどのあいさつを元気よく心を込めて言えるようにする。

④ 子どもの毎日の本読み（音読）を聞く。

取組状況の集約：アンケート集計

取組状況の分析：アンケート結果分析

○月の学級PTA：各学級ごとにPTA共通実践事項の話合いによる反省

学校HP、学校だよりの活用：PTA共通実践事項のアンケート調査の分
析結果，ペーパーレス化によって全家庭にメール配信する形で対応。
※ FB：フィードバック

前
・
後
期
の
取
組

Plan

Do

Check

Action

コロナ禍によって学級PTAが開催できない中でデ
ジタル通信システム等を有効に活用して実態把握
や情報発信して運営してきた。



家庭教育力アップ共通実践事項設定の仕方（例）

※家庭でのお手伝いを中心にルール
やきまりなどを設定する。できるだけ
肯定的な文で設定する。
（例）「お風呂そうじを毎日する。」

※曜日を限定せず毎日，継続して取り
組めるように，時間帯（19:00～20:30）
や時間（１時間30分）などで設定する
ようにする。

※学年に
応じて遅
くとも午
後１０時
までに就
寝
※午前６
時から７
時までの
時間帯で
起床時間
を設定す
る。



家庭掲示用：PTA共通実践事項設定の仕方（例）

実効性があり、継続した取
組にするために、
この用紙をテレビの横など，
よく見えるところに掲示して，
時間になったら保護者が子
どもに声かけができる環境
をつくる。



全学級のＰＴＡ活動年間努力点の設定とその取組

①全学級のPTA努力点に５つの共通実践事項を位置づけて1年間（２サイクル）取り組む。

②授業参観で多くの保護者の参加を促し，学級PTAを開き，共通実践事項の取組についてグ
ループでの話合い活動を設定する。

③各家庭での様子を一人ずつ話すことで情報交換が図れるようにするとともに，保護者の意
識を高めるようにする。

学 年 努力点：①ノーメディア②一家庭一家訓③あいさつ運動④読書活動⑤食育
① テレビを消す時間をつくり，手伝いをしたり家庭で話をしたりする。

② 基本的な生活習慣に関する約束を決める。

１年生 ③ おはようございます，行ってきます，いただきます，ごちそうさまなどの

あいさつを元気よく心を込めて言えるようにする。

④ 子どもの毎日の本読み（音読）を聞く。

実 践



情報交換を深める少人数の話合い活動

うちではこんな
ふうに取り組ん
だらうまくいきま

したよ。

なるほど！
今度うちで
もやってみ
よう！

先生，こんな時は
どうすればよい
ですか？

学期中に取り組んだ成果や課題を学級PTAで話し合う。５，６人の小グループ

による話合い活動を設定することで，保護者が各家庭での様子やノウハウを一人
ずつ出し合い，中身のある情報交換をする。（ワークショップ参加型の協議）

→保護者も「主体的・対話的で深い学び」で課題を共有する。

各学級PTAの話し合い活動の
写真と差替える予定



５ 取組結果及び成果・課題

・学校評価アンケートと一緒に年２回（前期・後期）
アンケートを取って取組状況を把握
・Googleフォームを活用して集約、結果分析
・アンケート結果に考察等を加えて学校HPに掲載
してフィードバック



９ お子さんは，朝読みまたは夕読みを行いましたか。

１ 教育方針等をPTAやその他の会合で，保護者に
分かりやすく伝えていますか。

２ 家庭や地域と連携を図り，開かれた学校になって
いると思いますか。

10 学校生活に満足した様子で帰宅していると思いますか。

６ 安全指導を徹底し，事故防止に努めていると思い
ますか。

12 お子さんは，家庭でお手伝いをしていますか。

３ 保護者が相談しやすい雰囲気になっていますか。

４ 学校は子どもや学校の様子をよく伝えていますか。

５ 基礎学力向上の取組をしていると思いますか。

７ 子どもが学校に来ることを楽しみにするような学校・学級
づくりに努めていますか。

11 お子さんは，気持ちよいあいさつや「はい」という明
るい返事をしていますか。

13 お子さんは，歩いて8時までに登校していますか。

14 お子さんは「早寝・早起き・朝ごはん」ができていますか。

８ 家庭学習の習慣化に努めましたか。

R3前期 90.8      87.6            85.5              82.7              87               88.3           90.1             57.3          47.2             89.1             75.6              75              89.8             84.5

R3後期 87.9↓ 87.6→ 85.0↓ 86.1 ↑ 89.4↑ 90.9↑ 90.7↑ 58.8↑ 55.9↑ 87.4↓ 79.2↑ 70.7↓ 87.0↓ 85.3↑

R4前期 91.9 ↑ 91.4↑ 90.1↑ 88.0↑ 89.7↑ 89.9↑ 89.4↓ 57.5↑ 49.2↑ 86.8↓ 77.5↑ 74.4↓ 87.6↓ 84.7↑

家庭教育力アップ共通実践事項



1，2を合わせると学校全体で57.1％。情報化社会でよりよく生きていくためには
デジタル機器を自分でコントロールする力を身に付けなくてはなりません。そのた
めには、学校での情報モラル教育とともに家庭でのルールづくり、マナーなど学
校と家庭が連携して継続的に取り組んでいく必要があると思います。

令和４年度前期の学校評価（保護者から）

【R3前期評価】 ※この数値は１と２を合わせた数
65.4 60.5 58.2                51.3                 54.4                 53.5                  57.3        

【R3後期評価】
74.1 55.0 60.5                56.0                 52.3                 54.9                  58.8        

【R4前期評価】
57.1 65.2 57.7                50.8                 55.3                 58.1                  57.1       



1，2を合わせると学校全体で49.2％。家庭教育力アップ共通実践事項の一つで
す。コロナ対策の関係で学校図書の貸出ができなかったことも影響いていると考
えられます。状況を見ながら学校図書の持ち帰りも始めますので、家庭でも子ど
もが読書のできる環境づくりの御協力をお願いします。

令和４年度前期の学校評価（保護者から）

【R3前期評価】 ※この数値は１と２を合わせた数
61.4 50.6 42.3                45.6                 43.7                37.4                47.2        

【R3後期評価】
64.2 62.9 55.2                48.7                 51.7                42.7                55.9        

【R4前期評価】
56.3 65.2 44.6               33.9                 46.2                48.6               49.2        



1，2を合わせると学校全体で77.5％。家庭教育力アップ共通実践事項の一つで
す。あいさつがいつでも・どこでも・だれとでもできるようにするためには、その姿
を大人が示すことが大事です。学校でも重点指導事項に掲げて指導しています
が、家庭内でもぜひ実践していただければありがたいです。

令和４年度前期の学校評価（保護者から）

【R3前期評価】 ※この数値は１と２を合わせた数
71.8 73.9 77.6                72.2                83.5                74.8                75.6        

【R3後期評価】
82.8 82.0 77.0                80.3                76.2                76.8                79.2        

【R4前期評価】
73.4 73.9 79.7                73.0                80.0                85.1                77.5        



1，2を合わせると学校全体で74.4％。家庭教育力アップ共通実践事項の一つで
す。家庭内で子どもに家族のために役立つお手伝い等の役割を与えることは、子
どもにとって良い経験になります。まずは家庭内で学年の発達段階に応じて少し
ずつ家庭内の役割を与えて実践していただければありがたいです。

令和４年度前期の学校評価（保護者から）

【R3前期評価】 ※この数値は１と２を合わせた数
76.9 76.1 68.4                71.8                 77.2                 79.6                  75        

【R3後期評価】
74.6 71.9 72.1                65.8                 63.2                 76.8                  70.7        

【R4前期評価】
76.5 82.6 64.6                75.8                 72.3                 74.3                  74.4        



1，2を合わせると学校全体で87.6％。けが等による送迎を除き、基本的は歩いて
８時までに登校が原則です。就寝時刻や起床時刻が影響して遅刻しそうになり車
での送迎があるようです。早寝早起き等で生活リズムを整えることが大切です。

令和４年度前期の学校評価（保護者から）

【R3前期評価】 ※この数値は１と２を合わせた数
93.7 90.2 89.8                93.7                 88.4                 85.8                  89.8        

【R3後期評価】
96.2 87.6 86.2                89.4                 86.3                 86.6                  87.0        

【R4前期評価】
90.6 89.2 85.9                84.1                 90.8                 84.9                  87.6        



1，2を合わせると学校全体で84.7％。家庭教育力アップ共通実践事項の一つで
す。就寝・起床時刻を親子で話し合って決めて早寝早起き朝ごはんの習慣を身に
付けることは、子どもの健康や学習にもよい影響を与えると言われています。朝型
の生活リズムを保護者もぜひ取り組んでいただければありがたいです。

令和４年度前期の学校評価（保護者から）

【R3前期評価】 ※この数値は１と２を合わせた数
87.2 81.5 89.8                87.1                 82.5                 78.6                  84.5        

【R3後期評価】
98.3 91.0 83.9                80.3                 83.0                 75.3                  85.3        

【R4前期評価】
92.2 91.3 82.9                81.0                 80.0                 81.0                  84.7        



【本校の家庭学習の目安時間】 学年×10＋20分（読書時間除く）となっています。
1年生：30分、2年生：40分、3年生：50分、4年生：60分、5年生：70分、6年生：80分

各学年で横線を引いた部分が家庭学習目安時間に当たるところです。横線から上方部分が目安時間
をクリアしている児童の割合になります。学年が上がるにつれて目安時間を達成している児童の割合が
少なくなっています。今回6年生の家庭学習時間が非常に伸びています。本校は、家庭学習平均時間が
県・全国と比較して少ないが、学力は県・全国平均を上回っています。

【R3前期評価】 ※この数値は目安時間を達成した者の割合
71.8 44.5 39.9                19.1                 16.5                   8.1                  33.3        

【R3後期評価】
71.4 56.2 48.3                23.7                  15.9                   7.3                  37.3        

【R4前期評価】
67.2 60.9 40.0                19.0                  15.3                   28.4                  38.5       



【本年度ＰＴＡ活動の成果と課題】
【成果】

【課題】

○コロナの影響により計画されたイベントが思うように実施できない
状況が続いたが、その一方でデジタル化により業務の効率化、簡
素が進められ、学校，家庭，地域が互いに連携し，共通理解の下に
組織を挙げて取組を行うことができた。
○PTA活動についての参画意識が高まり，家庭教育に対する保護
者の意識が高まってきたことが、子どもの姿となって表れ始めてい

る。

▲コロナ禍においてもこれまでの取組をより一層充実させるために
各組織が役割や課題点を明確にして次年度のＰＴＡ活動方針や各
部年間活動計画の策定に向けて改善策を盛り込みながら取り組ん
でいく必要がある。
▲家庭教育の充実に向けて学校主導から保護者が主体となった取
組として活動を推進できるようにしていく必要がある。



終


